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○ 事務局から説明  

・モデル事業選定・磨き上げ 

・プロモーション 

・ネットワーク化・技の継承 

○ 意見交換  

○ 事務局から説明  

○ 意見交換  



第１ 委員会の提言（案）について 
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１ 委員会の提言（案）について 
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提言の位置づけ 

○伝統ある産業と東京ブランドの持続的発展 

 に向けては、民間事業者の主体的な取組や、 

 行政・支援機関の施策の一層の充実を促して 

 いくことも重要 

○これまで本委員会の中で議論を重ねてきた 

 重要なテーマについて、あるべき姿・取組の 

 方向性について、提言してとりまとめ 



１ 委員会の提言（案）について 
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提言の構成・テーマ 

伝統ある産業と東京ブランドの持続的発展 

に向けた提言 

 Ⅰ 現代のライフスタイルに合わせた 

    ものづくり 

   Ⅱ 発信力・認知度の向上 

  
 Ⅲ 経営資源・資金不足への対応 

  
 Ⅳ 次代を担う職人の確保と育成 



１ 委員会の提言（案）について 
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提言Ⅰ「現代のライフスタイルに合わせたものづくり」 

・クリエイターのアイデアと伝統技術を掛け合わせる取組 

 や分野横断的なコミュニケーションの場などの充実 

  

 伝統の技を受け継ぐ職人が、新しいことにチャ
レンジできる場と機会を増やすことが重要 

 海外顧客に向けては、開発段階からマーケティ
ングと外国人の視点を取り入れる 

 伝統の技が使われる機会を数多く創る、魅力あ
る使われ方を提案することも大切 

・サイズ変更の対応には、設備投資支援策との連携を  

・お祭りや四季の行事などの場や機会に着目  



１ 委員会の提言（案）について 
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提言Ⅱ 「発信力・認知度の向上」 

・事業者単独では難しい取組を専門家がサポートする 

 体制づくりや、大手企業との積極的な連携が鍵 

  

 伝統ある産業が飛躍するためには、個々のブラ
ンディングの力を高めることが極めて重要 

 海外展示会では、“商品を売ること”をゴール
に定めた、息の長いＰＲ戦略を立てる 

 東京を訪れる海外ユーザーやビジネス関係者に
向け、東京の宝物をアピールする場も必要 

・海外事業者との連携や継続的なサポートの枠組み  

・コンセプトやストーリーづくりで他の産地と差別化を図る  



１ 委員会の提言（案）について 
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提言Ⅲ 「経営資源・資金不足への対応」 

・職人や老舗企業に支援策の一層の浸透を図る 

 様々なメニューが用意されている経営サポート
が十分活用できるよう効果的なアナウンスを 

 資金面では、商品開発のサイクルに即した支援
や、民間資金調達のサポートなどが重要 

・概ね３年程度の切れ目ない資金支援の仕組みや、クラウド 

 ファンディングの活用へのサポートなど  



１ 委員会の提言（案）について 
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提言Ⅳ 「次代を担う職人の確保と育成」 

・小中高等学校の教育プログラムの充実や、体験教室等を 

 行う事業者へのインセンティブ 

・若者へのきめ細かな情報提供や先輩職人との交流機会など 

 若い世代に対して、職人になることが魅力ある
職業として感じられる機会とステップが必要 

 伝統の技が新しい発想とともに受け継がれてい
くような、オープンな拡がりも進めるべき 

 数や規模は小さくても、独自の技・一流の技の
継承に焦点を当てた支援策に期待 

・個々の事業者の実情に即した柔軟な支援の仕組み  

・若者や海外人材に技術をオープンに教える仕組みなど  



１ 委員会の提言（案）について 
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提言のとりまとめ 

案をベースに、今回の議論を踏まえ、３月中
を目途に取りまとめ・公表 

《今年度》 

本提言を具現化する取組を適時フォローアッ
プしながら、委員会の議論をさらに深め、今後
も目指すビジョンを明らかにしていく。 

《来年度以降》 
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第２ 平成３０年度プロジェクト実施方針（案）  

 

 

 

１ モデル事業選定・磨き上げ  

２ プロモーション  

３ ネットワーク化・技の継承  



１ モデル事業選定・磨き上げ  

２ 平成３０年度プロジェクト実施方針（案） 
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東京ブランドの牽引役となる、意欲と可能性
のあるモデル事業を新たに公募・選定  

（１） 平成３０年度モデル事業の公募 

スケジュール（予定） 

 ・募集（４月～）  

 ・審査（６月～）  

 ・事業者決定（８月） 

  《５事業程度》 

選定の視点 

 ・技の優位性 

 ・革新性 

 ・江戸東京らしさ 

          など 



１ モデル事業選定・磨き上げ  

２ 平成３０年度プロジェクト実施方針（案） 

支援チームとの緊密な連携体制により、個々
のブランド力を高めながら、プロジェクトを展開 

  

（２） 平成２９年度モデル事業の磨き上げ 

 江戸小紋の価値と魅力をフランスで発信 ＜廣瀬染工場＞  

   江戸切子による富裕層向け体験型サービスを展開＜華硝＞  

   組紐の開発成果を海外でプレゼンテーション ＜龍工房＞  

   新たな顧客層に訴求するブランドイメージ確立＜うぶけや＞  

   ３０年秋に屋外イベントを開催、東京食材の魅力を発信 

             ＜日本料理アカデミー東京運営委員会＞  

  

《各モデル事業の３０年度の重点事項》  
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２ プロモーション  

２ 平成３０年度プロジェクト実施方針（案） 
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・モデル事業を国内外に知らしめることに注力、 

 各種媒体・イベントを通じて効果的に発信 

・売る場については、事例やアイデアを収集 

［映像・文字媒体］ 

 オフィシャルサイト・オフィシャルブックを製作 

［イベント］ 

 パリにおける観光プロモーションと連携したＰＲ等 

［売る場］ 

 魅力的・効果的な場づくりに向け、調査・検討 

《考
え
方
》 



３ ネットワーク化・技の継承  

２ 平成３０年度プロジェクト実施方針（案） 
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・老舗企業、伝統職人が分野・世代を超えて 

 つながるネットワークの仕掛けをつくる 

・技の継承の悩みに抱える事業者へのサポ 

 ートの仕組みを立ち上げる 

シンポジウム・交流イベントの開催 

一流の技を学ぶ講座の定期開催 

ＳＮＳによる情報提供・活動発信 

人材育成の課題・ノウハウの収集・蓄積 

相談機能、実習サポート機能立上げ 

《考
え
方
》 

老舗経営者 

若手後継者 

伝統工芸職人 

料理人 

職人を目指す若者 



【３０年度スケジュール】  

２ 平成３０年度プロジェクト実施方針（案） 
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４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月

推進委員会

選
定
・磨
き
上
げ

モ
デ
ル
事
業

募 集 審 査

モデル事業決定

２９年度

モデル事業

磨き上げ

磨き上げ

第７回 第８回

支援チーム組成

パリでのＰＲブランディング

マーケティング など

映像・記事を随時発信

（モデル事業決定・進捗状況） （次年度の取組）

３０年度

モデル事業

選定

映 像

文 字

媒 体

イベント

売り場

新商品開発

サービス企画 など

東京動画など都媒体を活用した発信

旅行事業者等と連携した発信 （随時）

オフィシャルサイト

オフィシャルブック制作
サイト構築・

記事制作 サイト立上げ

パリでのプロモーション

その他、効果的なイベント出展を検討

モデル事業ごとの

到達目標へ

売り場づくりの検討

事例・アイデア収集 検討・試行など

ネットワーク化

技の継承

シンポジウム

交流イベント（予定）

告知等 一流の技を学ぶ講座

情報発信（随時）

立上げ準備 人材育成相談機能

実習サポート機能

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

技
の
継
承

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
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※ 間宮委員説明資料 
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